
➢ 学会活動 （2017年度）

学会名：第52回日本理学療法学大会
演題名：「刑務所内での運動教室の実際」
発表者：室井宏育

学会名：第52回日本理学療法学術大会
演題名：「当院における人材育成のためのキャリアパス運用に対する意識調査」
発表者：本田知久

学会名：第23回日本心臓リハビリテーション学会学術集会
演題名：「β遮断薬投与中の患者に対する至適心拍数設定の新たな試み～第3報～」
発表者：舟見敬成

学会名：第23回日本心臓リハビリテーション学会学術大会
演題名：「急性心筋梗塞発症後の腎機能変化に運動耐容能は影響するか」
発表者：佐藤聡見

学会名：第8回日本腎臓リハビリテーション学会学術大会
演題名：「急性心筋梗塞発症後の身体活動量と腎機能変化との関係」
発表者：佐藤聡見

学会名：第23回日本心臓リハビリテーション学会学術集会
演題名：「stanford A型急性大動脈解離術後に長期人工呼吸器管理から離脱し、早期にADL自立に至った一症例」
発表者：佐藤友希

学会名：第5回日本運動器学会学術集会
演題名：「急性期大腿骨頚部骨折患者における入院時BMIと退院時ADLの関係」
発表者：折内秀則

日本理学・作業療法士協会関連（全国）



学会名：第35回東北理学療法学術大会
演題名：「介護予防推進事業における理学療法士の役割」
発表者：室井宏育

学会名：第35回東北理学療法学術大会
演題名：「フレイルの有無は65歳以上の人工膝関節全置換術患者の身体機能およびQOL予後に関係するか」
発表者：折内英則

学会名：第35回東北理学療法学術大会
演題名：「キャリアパスの取り組み(第2報)」 「キャリアパスの各世代への影響」
発表者：本田知久

学会名：第35回東北理学療法学術大会
演題名：「両側ラクナ梗塞により著名な体幹失調を呈した症例

～姿勢制御の破綻に対する理学療法介入と病態の考察～」
発表者：三瓶一雄

学会名：第35回東北理学療法学術大会
演題名：「当院クリニカル・クラークシップ指導における指導者のストレス有無に関わる因子」
発表者：高野稔

学会名：第35回東北理学療法学術大会
演題名：「人工膝関節術を施行した患者における術後痛に影響を与える身体機能の検討」
発表者：影山喜也

学会名：第35回東北理学療法学術大会
演題名：「当院における乳癌術後のリンパ浮腫予防指導の見直し～理解度テストを通して～」
発表者：佐藤友里絵

日本理学・作業療法士協会関連（東北）



学会名：第35回東北理学療法学術大会

演題名：「超高齢心不全患者における転帰先とADLスコア(FIM)との関連」

発表者：山本瑞穂

学会名：第35回東北理学療法学術大会

演題名：「心原性脳塞栓患者の皮質脊髄路におけるワーラー変性の有無と運動麻痺の重症度との関係」

発表者：岸広樹

学会名：第27回東北作業療法学会

演題名：「妻の治療参加により目標の実現に効果的であった事例の経験」

発表者：篠木沙織

学会名：第2回心臓リハビリテーション学会東北支部地方会

演題名：「β遮断薬投与中の患者に対する至適心拍数設定の新たな試み」

発表者：舟見敬成

学会名：第2回日本心臓リハビリテーション学会東北支部地方会

演題名：「急性心筋梗塞発症後の腎機能変化に対する運動耐容能の影響」

発表者：佐藤聡見



学会名：第18回福島県理学療法学術大会
演題名：「乳癌術後の患者に対するリンパ浮腫指導理解度テストにより課題が明確になった一症例」
発表者：佐藤友里絵

学系名：第18回福島県理学療法士会学術集会
演題名：「周術期ガン患者リハビリテーションの評価にcFASの使用を試みて」
発表者：松澤宏樹

学系名：第18回福島県理学療法士会学術大会
演題名：「特発性拡張型心筋症を発症後、復職に至った一症例」
発表者：西脇佳奈

学会名：第18回福島県理学療法学術大会
演題名：「右片麻痺を呈した再発脳幹神経膠腫患者の在宅復帰」
発表者：大熊ゆかり

学会名：第18回福島県理学療法士学術集会
演題名：「症状の進行に応じた介入により自宅内歩行が維持されたALSの一症例」
発表者：飯塚麻妃

学会名：第18回福島県理学療法士会学術大会
演題名：「活動量低下した時期から認知機能低下を病識欠如をきたし入退院を繰り返す症例」
発表者：菊地優太

学会名：平成29年度福島県作業療法士学会
演題名：「上腕骨大結節骨折に対する保存療法の経験

～復職に支障を来たし上腕骨大結節骨切術施行に至った症例～」
発表者：藤村由美子

日本理学・作業療法士協会関連（県）



学会名：平成29年度福島県作業療法士会

演題名：「左上肢を段階的に使用したことでトイレ動作の介助量が軽減した症例の経験」

発表者：三浦武

学会名：平成29年度福島県作業療法士会

演題名：「高次脳機能障害を呈する事例との目標共有に至るまでの関わり－アウェアネスに着目した介入－」

発表者：真弓隼人

学会名：平成29年度福島県作業療法学会

演題名：「前向性健忘主体の患者に対し代償的手段と他職種連携にて病棟内生活に変化を認めた症例」

発表者：遠藤幹秀

学会名：平成29年度福島県作業療法学会

演題名：「脳梗塞を発症した統合失調症患者に対し他職種連携を通して意欲の向上につながった症例」

発表者：古川雄太



学会名：第19回日本マネジメント学会
演題名：「当院におけるキャリアパス導入前後の職員意識の変化」
発表者：本田知久

学会名：第28回日本臨床スポーツ医学会学術集会
演題名：「足部アライメントの補正により治癒し得た腸脛靭帯炎の1例」
発表者：佐藤純也

学会名：第15回日本臨床医療福祉学会
演題名「ハンモック式クッションシートを用いた座位姿勢調整により食事摂取が可能となった事例」
発表者：田代勇二

学会名：第7回日本がんリハビリテーション研究会
演題名：「周術期ガン患者の評価にｃFASを使用したセラピストの使用感調査～FIMと比較して～」
発表者：松澤宏樹

学会名：第18回日本クリニカルパス学会
演題名：「膵頭十二指腸切除術パス作成への働きかけ～リハビリの観点から～」
発表者：佐藤友里絵

日本理学・作業療法士協会関連以外



講師名：室井宏育
・介護福祉会 ケアリハビリ研修会「大腿骨頚部骨折・変形性膝関節の理解とリハビリテーション」
・田村市サポーター養成研修会 「元気モリモリ体操研修」

講師名：若林由起子
・介護支援専門員研修 「リハビリテーションと福祉用具の活用」

講師名：蔵品利江
・介護福祉士会 ケアリハビリ研修会 「パーキンソン病のリハビリテーション」

講師名：舟見敬成
・福島県理学療法士会 理学療法の日公開講座「介護予防に必要なリスク管理の視点」
・3団体リハ専門職協議会 介護予防研修会「介護予防に必要なリスク管理の視点」
・ロービジョンネットワーク 第20回ロービジョンネットワーク「リハ専門職のお仕事～理学療法士編～」
・総合南東北病院 医学健康講座「心臓が弱くても、運動していいの？」
・郡山健康科学専門学校 特別講義「内部障害理学療法学」
・福島県社会福祉協議会 介護支援専門員実務者研修「内部障害分野」
・宮城県理学療法士会 第21回宮城県理学療法士学会「糖尿病理学療法診療ガイドライン」
・日本理学療法士協会 認定必須研修会「循環器理学療法の実際」

講師名：根田真澄
・第18回福島県理学療法士学術集会「温故知新」シンポジスト

本田知久
・日本理学療法士協会主催研修会 「結果を出すための有益な会議づくり」
・福島県理学療法士会主催研修会 「今、私たちに必要な社会人基礎力の育て方」
・福島県理学療法士会主催研修会 「階層別人材育成研修」
・福島県理学療法士会主催研修会 協会指定管理者(初級)研修 「EPDCAを職場で浸透させるためには」
・郡山看護専門学校 「運動療法」「リハビリテーション」
・福島県理学療法士会主催研修会 「臨床実習教育・教育デザインについて」

外部講師関連



講師名：武田彩
・介護福祉会研修会 「慢性呼吸不全」
・福島県がんのリハビリテーション研修会 「周術期リハビリテーション～頸部郭清術後のリハビリテーション」

講師名：佐藤純也
・福島県理学療法士会 県中支部主催研修会 「転倒予防につながる安定とは?」
・第8回訪問リハビリテーション研修会 「バイオメカニクス＆神経科学の融合からみた訪問リハビリテーション再
考」
・BiNI COMPLEX JAPAN主催 「Clinical BiNI ～運動器概論～」

講師名：折内秀則
・平成29年度福島県介護支援専門員実務研修(再研修・再新研修)
・平成29年度福島県理学療法士会県北支部主催研修会 「体表解剖と触診から考察する筋とストレッチング」
・平成29年度福島県理学療法士会会津支部主催研修会 「体表解剖と触診 疼痛とストレッチング」
・常磐病院主催勉強会 「リハビリテーション栄養の基礎と実践」

講師名：佐藤聡見
・南東北春日リハビリテーション病院 院内勉強会「循環器疾患のリスク管理」
・公益財団法人 ときわ会常盤病院研修会「心不全管理のポイント」
・福島県社会福祉協議会主催 介護支援専門員再研修・更新研修
・福島県社会福祉協議会主催 介護支援専門員実務研修

講師名：高野稔
・福島県理学療法士会 主催 管理者研修会 「本質的な学生・新人教育実践とその効果」

講師名：須藤倫子
・介護福祉士会 ケアリハビリ研修会 「摂食嚥下障害の基礎知識」

講師名：鈴木美有
・県士会 高校野球球場サポート事前勉強会 「外傷 脳震盪 熱中症について」


